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シ
ス
テ
ム
導
入
の
き
っ
か
け
は 

飼
料
費
低
減
策

平
成
19
年
に
穀
物
の
世
界
的
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
の
増
加
な
ど

に
よ
り
逼
迫
し
、飼
料
費
高
騰
が
構
造
化・

恒
久
化
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、

飼
料
費
低
減
策
は
国
内
畜
産
経
営
の
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
た
。

飼
料
費
低
減
策
の
一
つ
と
し
て
、
食
品

残
渣
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
食
品

循
環
資
源
の
再
生
利
用
な
ど
が
促
進
さ
れ

て
い
る
が
、養
豚
で
は
豚
肉
の
品
質
問
題
、

安
定
し
た
飼
料
原
料
と
し
て
食
品
残
渣
の

確
保
等
の
大
き
な
課
題
が
あ
り
、
中
々
進

ま
な
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
北
部
九
州
に
お
い
て
は「
リ

キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
と

極
め
て
相
性
が
よ
い
と
さ
れ
る
焼
酎
粕
の

発
生
が
南
九
州
に
次
い
で
多
い
。そ
こ
で
、

生
産
成
績
向
上
と
未
利
用
資
源
の
活
用
も

図
れ
る
画
期
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
を
進
め
た
。

試
行
錯
誤
の
末
、 

離
乳
・
肥
育
成
績
と
も
に
改
善

総
事
業
費
は
1
億
３
０
０
０
万
円
。
食

品
残
渣
を
飼
料
化
す
る
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
関

連
事
業
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
平
成
21

年
4
月
に
完
成
し
た
。「
リ
キ
ッ
ド
フ
ィ

ー
デ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
す
る
の
は
離
乳
後

か
ら
出
荷
ま
で
と
し
、
焼
酎
粕
は
＊
オ
ゾ

ン
殺
菌
処
理
を
行
っ
た
。

導
入
当
初
は
、
操
作
ミ
ス
・
機
器
の
不

具
合
・
適
正
給
餌
量
の
把
握
ミ
ス
・
pH
調

整
の
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
、
子
豚
・
肥
育
の
事
故
が
多
発

し
た
。

試
行
錯
誤
の
結
果
、
離
乳
で
6
・
３

８
％
（
平
成
20
年
度
）だ
っ
た
事
故
率
は
、

4
・
３
０
％
（
平
成
22
年
4
月
か
ら
9
月
）

と
マ
イ
ナ
ス
2
・
０
８
％
改
善
。
肥
育
に

お
い
て
も
、
９
・
０
７
％
（
平
成
20
年
度
）

が
６
・
２
３
％
（
平
成
22
年
4
月
か
ら
9

月
）と
マ
イ
ナ
ス
2
・
８
４
％
改
善
し
た
。

飼
料
要
求
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

度
3
・
３
３
か
ら
直
近
半
年
間
で
、
2
・

７
２
（
焼
酎
粕
と
シ
ロ
ッ
プ
粕
利
用
）
と

大
き
く
改
善
し
、
肥
育
期
間
の
短
縮（
約

7
日
）に
も
な
っ
た
。

産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
認
可
で
収
益
増
に 

餌
代
の
抑
制
に
も
効
果

1
年
越
し
の
取
り
組
み
の
結
果
、
廃
棄

物
処
分
業
の
認
可
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り

焼
酎
粕
を
農
場
が
有
料
で
引
き
取
っ
て
い

た
が
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
か
ら
処
理
料
を
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
、収
益
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と

で
呼
吸
器
系
の
疾
病
が
減
り
、
餌
代
も
抑

え
ら
れ
た
。「
飼
料
費
高
騰
の
打
開
策
と

し
て
導
入
に
踏
み
切
っ
て
よ
か
っ
た
。
今

後
は
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
、
未
利
用
資

源
の
発
掘
等
で
農
場
の
収
益
を
上
げ
て
い

く
」と
農
場
主
は
話
す
。

飼
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
昨
今
、
農
場
に
お
け
る
飼
料
費
低
減
策
は
国
内
畜
産
経

営
の
課
題
で
あ
る
。
今
回
は
、
焼
酎
粕
を
利
用
し
た
液
体
飼
料
給
与
（
リ
キ
ッ
ド

フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
離
乳
・
肥
育
成
績
の
改
善
を
図
り
、

さ
ら
に
は
飼
料
代
抑
制
に
も
つ
な
げ
た
好
例
を
紹
介
す
る
。

焼
酎
粕
を
活
用
し
た

液
体
飼
料
給
与
シ
ス
テ
ム
の

実
験・実
証
へ
の
取
り
組
み

DATA事業規模
所 在 地：九州地方
飼養頭数：母豚1,300頭
従業員数：16人

＊裏表紙に用語解説



飼
料
要
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率
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リキッドフィーディングシステム

事故率の低下

飼料要求率の推移

農場の直近3年間の成績

焼酎粕専用運搬車

離乳舎の給餌風景

リキッドフィーディングシステム（キッチン）

焼酎粕受け入れタンク

肥育舎の給餌風景

・焼酎粕はオゾン殺菌処理を行う
・�コンピューター管理されたシス
テムで、よりきめ細かな給餌が
可能

飼料要求率が大幅に改善し
た要因として
・餌のこぼしがない
・液餌は消化吸収がよい
ことが考えられる

各豚舎ともに液餌
により豚舎内の粉
塵がなくなった。
また、pH 調 整と
各ステージの給餌
量の調整ができる
ようになった


